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 §01．本事業の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

（２）目的を実現するための具体的な方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　       　　   （２）目的を実現するための具体的な方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　       　　   

（１）本事業の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）本事業の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 本市では、第６次長期振興計画後期基本計画において、将来像である「人・自然・文化―
島の宝が育つまち」のキャッチフレーズを掲げ、本市に住むあらゆる世代が楽しく豊かな
生活を営み、安心して住み続けることができる持続可能なまちを形成するため、様々な施
策に取り組んでいます。

住民と共に作り上げる「住民が幸せを感じるまち」の実現

①郷土への愛着を持って、生きがいを感じる環境や機会の提供
本市の子どもたちの「種子島が好き」という気持ちを育むために、西之表市の歴史と文化
に慣れ親しむことができ、種子島の良さを再発見することができる場所や、年齢を問わず
に自身の興味関心や必要性に応じて学べる環境を計画します。

②ふるさとで子育てできる環境の提供
市民の結婚、出産、子育ての希望を叶え、安定した子育て環境を構築するために、地域全
体で子育てしているという安心感を与え、孤立しない子育て環境を整備します。

③高齢者を支える､ 高齢者が支える「地域力」の強化
これまでの西之表市を支えてきた先輩方に自分の地域で安心して暮らしていただくため
に、地域で支える仕組みづくりや環境整備に取り組むことで、高齢者がいきいきと自分ら
しく生活し、時には自らが「先生」となり「支え手」となることで多世代が交流できるよ
うな場づくりを推進します。

•	 その一環として「人にやさしい社会づくり」をテーマに、現在の図書館などの社会教育関
連施設や子育て・高齢者支援機能が抱える課題抽出と、これらの集約化による多世代交流
施設整備の可能性について、市民アンケートの実施や市役所庁内の中堅職員による検討・
協議を重ねました。その結果、“ 住民と共に作り上げる「住民が幸せを感じるまち」” の
実現を目指し、多世代交流や教育交流の施設整備事業（以下、「本事業」という。）として
の検討をスタートすることになりました。

•	 この基本構想・基本計画（以下、「本計画」という。）は、本事業における建設候補地・整
備機能・配置計画・施設規模などの考え方を整理し、次年度以降の整備事業実施における
方向性を位置付けるものです。
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 §02．本事業の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

（１）本事業の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　               （１）本事業の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　               

•	 本市では、人口減少等により公共施設等の利用需要が変化していくことを踏まえ、運営・
維持管理に掛かる財政負担を軽減・平準化することを目的に、「西之表市公共施設等総合
管理計画」（R6.5 月改訂）を策定し、長期的な視点をもって公共施設の更新・統廃合・長
寿命化などを計画的に行うこととしています。

■公共施設保有量の目標（西之表市公共施設等総合管理計画より）

２０１７〜２０５６年（ ４０年間）で、現状の25％以上の削減

長期的な視点を持って公共施設の更新・統廃合を図る。

保有延床面積 住民一人当たりの延床面積
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■公共施設の延床面積と市民一人当たり床面積の比較（西之表市公共施設等総合管理計画より）

•	 本市の公共施設延床面積は、約１２. ９万㎡ で、鹿児島県内の市（鹿児島市を除く 。）と
比較すると保有総量は少ないです。（２０１９ 年度時点）

•	 一方で、市民１人当たりの延床面積は約 ８. ５ ㎡ / 人となっており、県内 １８ 市の平均
（６. ８㎡ /人）を上回っています。
•	 市民１人当たりの施設保有量が多いことは、施設更新の際に、将来世帯の負担が大きくな
ることを意味しており、本市の人口動態を見据えた適正化を図る必要があります。
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（２）本事業における計画上のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　        　   （２）本事業における計画上のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　        　   

①老朽化する公共施設の更新・集約化
西之表市立図書館・榕城児童クラブ・子育て支援センター・勤労青少年ホームなどの老朽
化する公共施設の更新、および低・未利用となっている市有地等の活用による集約化を計
画します。

②公共サービスのアップデート
老朽化する公共施設の統廃合・更新を機会として、新たな市民ニーズや最新の事例等を参
照しながら、新たな公共サービスの提供を計画します。

③これからの西之表市のまちづくりの一翼を担う
新しい公共施設の特性を踏まえながら、都市的観点でまちづくりを再考する契機としま
す。また、官民連携による持続可能な運営手法や、他事業との連携や役割分担を考慮する
ことで、これからの西之表市のまちづくりの一翼を担う施設として計画します。

•	 本事業は「西之表市公共施設等総合管理計画」を背景として、市内の老朽化する施設の統
廃合・更新を図り、これからの本市のまちづくりの一翼を担う事業として計画します。

＜勤労青少年ホーム＞

＜市立図書館・榕城児童クラブ・子育て支援センター＞

建築年度：１９７４年
築年数　：５１年
面積　　：６６０. ６９㎡
主な利用：集会・各種講座・レクリエーション等

建築年度：１９６４年
築年数　：６１年
面積　　：１３２３. ３２㎡
＊旧西之表地方合同庁舎の建物を活用

▲市立図書館 ▲榕城児童クラブ ▲子育て支援センター

▲集会・運動場▲講座室▲娯楽・談話室
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 §03．基本構想・基本計画の位置付け　　　 　　　 　　　　　　            

•	 本計画は、「第６次長期振興計画後期基本計画」の基本理念のもと、「西之表市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」と整合を図りつつ、本市のまちづくりや公共施設計画に関連する諸
計画に沿った多世代交流施設整備の方向性について定めるものです。

■公共施設の事業プロセスと基本構想・基本計画の位置付け

•	 公共施設の事業計画において、「基本構想」および「基本計画」は事業発案段階に位置す
るものであり、先行する検討内容をより具体化し、その後の事業化に向けた基本方針を定
め、事業者選定の基礎となる水準を取りまとめるものです。

▲本計画の位置付け

▲公共施設の事業プロセスにおける基本構想・基本計画の位置付け

多世代交流施設整備
基本構想・基本計画

第6 次長期振興計画後期基本計画戦略プロジェクト提案
「あらゆる世代が豊かに暮らすまちづくり」 多世代交流複合施設設置の検討について

その他関連計画

西之表市公共施設再配置計画

西之表市公共施設等総合管理計画[改訂版]

第6 次長期振興計画後期基本計画

「西之表市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

参照

■先行検討

第2次西之表市都市計画マスタープラン

西之表市立地適正化計画

整合

整合

継承
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 §04．施設コンセプト ( 目指すべきあり方 )　　　　　　　　　　        

（１）グランドコンセプト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）グランドコンセプト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

みんなの居場所となり、市民のくらしを豊かにする公共空間

•	 本市における多世代交流施設のあるべき姿として、「みんなの居場所となり、市民のくら
しを豊かにする公共空間」の実現を目指します。
•	 そこでは、子どもから大人まで多世代が集い、個人やグループなどで思い思いの過ごし方
をしたり、新たな人や知識との出会いを楽しんだりすることで、西之表市で心豊かにくら
すことを世代を超えて共に分かち合っているイメージです。　

（２）基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　     （２）基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　     

基本方針①：市民に愛され、みんなの居場所となる施設づくり

基本方針③：地域の自然が息づく環境づくり

基本方針④：地域の手で支える運営体制づくり

•	 世代を超えて広く市民に親しまれ、目的に関わらず滞在できる施設を整備します。
•	 本施設での生活や活動が “ ふるさとの思い出 ” となり、種子島の子どもたちの郷土愛を
育む風景や交流シーンが生まれる空間を整備します。

•	 周辺環境と調和し、地産材の活用や、様々な環境配慮の工夫を検討するなど、環境負荷
の小さい施設を目指します。
•	 永く使用する施設として耐久性やメンテナンス性に配慮した施設を目指します。

•	 持続可能な施設運営のために、地元でできることは地元が行い、できないことを外部に
頼る、地域の手で支える運営体制づくりに取り組みます。

基本方針②：市民の安全・安心を守る空間づくり
•	 誰もが安心して安全に利用できる施設づくりを目指します。
•	 災害時の避難場所として市民の命を守る機能を整備します。

グランドコンセプトの実現のため、以下の４つを基本方針とします。
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 §05．整備する機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

（１）整備する機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）整備する機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 本事業の目的と背景を踏まえ、多世代交流施設が目指すべきグランドコンセプトの実現の
ために、大きく分けて以下の２つの機能を整備します。

（２）主な整備内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （２）主な整備内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 各機能の主な整備内容については下表の通りです。

・図書館 ・子どもの遊び場 ・みんなの通いの場

＊その他サービス
・郷土資料/芸術展示コーナー ・各種相談スペース

①みんなの居場所となる機能

・榕城児童クラブ ・子育て支援センター ・教育支援センター
・市民レクリエーション（多目的スペース）

＊その他機能
・交流広場（防災機能を含む） ・防災倉庫(地下の活用を含む)
・駐車場（防災機能・地域公共交通ターミナルを含む）

②市民のくらしを豊かにする機能

②市民のくらしを豊かにする機能

主な整備内容機能

高学年の部屋 低学年の部屋 更衣室（児童用） 静養室 事務室 など

＊現在の榕城児童クラブを移転リニューアルします。
榕城児童クラブ

ほふく室 遊戯室 相談室 事務室 など

＊現在の子育て支援センターを移転リニューアルします。
子育て支援センター

学習室 プレイルーム 相談室 事務室 など ＊他の室との併用も検討します。教育支援センター

健康づくり・レクリエーション室（多目的スペース）
市民レクリエーション
（多目的スペース）

交流広場（防災機能を含む） 防災倉庫（地下の活用を含む）
駐車場（防災機能・地域公共交通ターミナルを含む）

その他

①みんなの居場所となる機能

主な整備内容機能

開架書架 閉架書庫 閲覧室 視聴覚ルーム 学習室 など

＊現在の市立図書館を移転リニューアルします。
図書館

屋内遊び場 屋根付き遊び場子どもの遊び場

集会室 レクチャールーム（教養講座室）みんなの通いの場

郷土資料/芸術展示コーナー 各種相談スペース 飲食コーナーその他サービス
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（３）各機能の連携についての考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　               （３）各機能の連携についての考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　               

•	 多世代交流施設が複合施設として機能するためには、各機能がそれぞれの領域を確立しな
がらも相互に連携することが重要ですが、機能によっては親和性が低い場合があります。
•	 そこで、社会基盤のひとつとしての図書館が持つ「様々な機能と複合化しやすい」特性を
活かし、図書館を介して全体が緩やかに繋がっているような複合施設の姿を目指します。

■社会基盤のひとつとしての図書館の役割

図書館は、
社会基盤 のひとつ

資料保管機能
教育機能

地域情報ネットワーク

・地域住民の学びを豊かにできる

・すべての住民に開かれている
・生活ニーズに合ったサービス提供ができる
・地域との協働ができる

②地域住民との関係性

・地域づくりに貢献する機能と複合化できる
③地方自治との関係性

可
能
性

①公共性

現代図書館の４つの機能
情報提供機能

現代の図書館は、その地域において「情報提供」や「教育」「地域情報ネットワーク」な
どの役割を担っており、市民の学びの場を提供するだけでなく、様々な地域づくり活動の
プラットホームとして複合化される傾向にあります。

■図書館を介して各機能を繋ぐ考え方

みんなの通いの場

例えば、大人の利用が多い「みんなの通
いの場」と乳幼児を対象とする「子育て
支援センター」は機能的に親和性が低い。

子育て支援センター

親和性×

図書館がそれぞれと連携することで、全
体として各機能が緩やかに繋がった複合
施設が実現する。

みんなの通いの場

子育て支援センター

図書館
連携

連携

複合施設化

多世代交流
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（４）機能連関図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　              　　　　　　（４）機能連関図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　              　　　　　　

子育て支援センター

みんなの通いの場 市民レクリエーション
（多目的スペース）

児童クラブ

交流広場（防災機能を含む）

防災倉庫（地下の活用を含む）・駐車場（防災機能・地域公共交通ターミナルを含む）

屋根付き
遊び場

図書館
飲食コーナー

その他
サービス

①みんなの居場所となる機能 ②市民のくらしを豊かにする機能

屋内
遊び場

＊
子
育
て
に
関
連
す
る
機
能
群

活用

活用活用

教育支援センター

•	 本施設における機能連関の考え方は上図を基本とします。
•	 「みんなの通いの場」や「市民レクリエーション（多目的スペース）」、「子育てに関連す
る機能」はすべて図書館との連携を図ります。
•	 「みんなの通いの場」については、「市民レクリエーション（多目的スペース）」と連携し
た利用も想定します。
•	 「子育てに関連する機能」が「市民レクリエーション（多目的スペース）」を活用するこ
とによって、多世代交流の機会創出を図ります。
•	 本施設内のすべての機能において、交流広場を活用したイベントなどのプログラムを検討
します。
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 §06．建設候補地の選定　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

（１）建設候補地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）建設候補地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 多世代交流施設の建設候補地は、旧榕城中学校跡地とします。

建設候補地としての様々な魅力を持つ旧榕城中学校跡地

“旧榕城中跡地”の大きな魅力は、

①歴史的・文化的に市民の愛着がある土地柄

②計画しやすい十分な面積がある

③周辺に様々な都市機能が集積している

④中心市街地にあり利便性が高い

⑤高台に位置し、災害リスクが小さい

ことが挙げられます。

旧榕城中学校跡地

市役所

■旧榕城中学校跡地の建設候補地としての魅力

■旧榕城中学校跡地周辺の公共施設　（西之表市公共施設再配置計画より）

•	 周辺に公共施設が集積しており、本市の歴史・文化・教育の中心エリアとなっています。

▲建設候補地の位置（️Google マップから本市作成）

▲周辺公共施設の分布状況
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建物名称 
構
造 

階
数 

建築 
年度 

経過
年数 

延床 
⾯積 
(㎡) 

⾯積 
(㎡) 

現在の利⽤状況 

①①普普通通教教室室棟棟  RC 3 

1955 65 413.00 

1,915.00 

（１F）主に社会教育課が利⽤。 
埋蔵⽂化財の発掘作業場、資料置き場 
選挙管理委員会の備品保管場所 など 

（２F・３F）⼀部を利⽤。 
1960 60 836.00 

1961 59 666.00 

㉝㉝校校舎舎  RC 3 1987 33 270.00 - （１〜３F）埋蔵⽂化財の資料置き場など 

②②特特別別普普通通教教室室棟棟  

RC 3 

1964 56 595.00 

2,329.00 資料置き場として⼀部を利⽤。 
1994 26 55.00 

⑭⑭特特別別普普通通教教室室棟棟  1975 45 846.00 

⑰⑰特特別別普普通通教教室室棟棟  1976 44 833.00 

⑱⑱特特別別教教室室棟棟  RC 1 1976 44 232.00 - まちづくり公社の事務所として利⽤。 

㉒㉒屋屋内内運運動動場場  RC 1 1979 41 1,020.00 - 中学校の第 2 体育館として利⽤。 

⑤⑤武武道道場場  RC 1 1959 61 541.00 - 武道場として各種団体が利⽤。 

⑦⑦配配膳膳室室  RC 1 1964 56 106.00 - ⼩規模建物 

⑫⑫校校舎舎  S 1 1973 47 10.00 - ⼩規模建物 

㊱㊱校校舎舎  W 1 1995 25 8.00 - ⼩規模建物 

⑧⑧便便所所  RC 1 1965 55 41.00 - 便所として利⽤。 

⑨⑨便便所所  RC 1 1965 55 27.00 - 便所として利⽤。 

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

■現況写真および現在の利用状況　（西之表市公共施設再配置計画より）

建築年度：１９５５年〜
閉校　　：２００９年３月
築年数　：７０年
敷地面積：１３, ６１１. ００㎡
延床面積：　６, ４９９. ００㎡

▲俯瞰写真▲現況配置図

▲利用状況（令和３年時点）
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▲西側：鉄砲館（右）・防風林（手前）▲東側：榕城小学校（隣接）

▲校舎全景（南西より見る）

▲北側：住宅地が広がる・校舎（手前）▲南側：緑の中に住宅地が広がる・市立図書館（右奥）

▲北西角：鉄砲館を見る・武道館（右手前） ▲南西角：道路と敷地には高低差がある
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（２）建設にあたっての留意事項　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　（２）建設にあたっての留意事項　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　

①用途地域の変更について

•	 現在、旧榕城中跡地は「第一種低層住居専用地域」に指定されています。
•	 今後、都市計画やまちづくり上の土地の有効活用の観点から、用途地域を「第一種住居地
域」に変更する手続きを取る予定です。
•	 ただし、この用途変更によって一定の条件下で工場や危険物貯蔵庫の建設も可能になるた
め、これらの建設を制限する特別用途地区を設定することにより、これまでと変わらない
住環境を維持します。

②埋蔵文化財包蔵地について

•	 現在、旧榕城中学校跡地は埋蔵文化財包蔵地に該当しており、建設に際しては事前の調査
や関係機関との協議を実施する予定です。

③アスベストについて

•	 専門事業者による目視調査によると、既存校舎
はアスベストが使用されている可能性が極めて
高く、解体においては所定の調査や除去工事を
実施する予定です。

▲アスベストが含まれていると思われる外壁・屋根・天井

④開発許可制度について

•	 旧榕城中学校跡地の西側と南側は道路から数メートル高い斜面となっており、ここに駐車
場出入口を設けるために切土を行う場合など、設計内容によっては都市計画法上の開発行
為に該当する可能性が考えられ、今後、関係機関と協議しながら、開発許可の条件や必要
な工事内容および費用について精査します。

第一種低層住居専用地域

第一種住居専用地域

旧榕城中学校跡地

＊変更範囲については、旧榕城中学校跡地およびその周辺道路に限定することを想定しています。
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 §07．施設整備方針・規模の想定　　　　　　　　　　　　　　　        

（１）複合施設としての整備方針 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　 （１）複合施設としての整備方針 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　 
•	 多世代交流施設の整備にあたっては、機能の複合化による相乗効果のメリットを活かすこ
とで、市民ニーズに寄り添った公共サービスの効果的かつ効率的な提供が可能な施設の実
現を目指します。

① 利便性の高い施設

•	 複合施設として一体感があり利用者にとって使いやすい空間とすることで、それぞれの利
用目的を問題なく実施できるだけではなく、様々な活動が相互に触発を生むことで利用者
の興味や関心を広げ、新たな知的活動や交流の契機となる施設を目指します。
•	 フリー Wi- Fi の導入など情報通信技術の活用を図ります。

②安全で安心して利用できる施設

•	 見通しが良く、人の目が行き届く空間とすることで、利用者の安全性に配慮します。
•	 すべての人（乳幼児・高齢者・障がい者・外国人など）が安心して利用できるように、ユ
ニバーサルデザインの考え方に基づいた施設計画とします。
•	 室名表示などは見やすく分かりやすいサイン計画とし、利用案内や利用状況などの情報提
供にはデジタルサイネージ（電子掲示板 ) の導入を検討します。
•	 耐震性の確保、および火災などの緊急時に備えた避難経路を確保します。
•	 地震や台風など災害発生時には施設内や広場を避難スペースとして使用することを想定し
た計画とし、各スペースの面積や仕様に配慮すると共に、防災倉庫等の配備を検討します。

③スペースの共用化と適切な配置

•	 複合化により共用とすることが可能なトイレ・通路・事務室・相談室・倉庫・設備スペー
スなどについては、 総合的な観点から効率的に整備します。
•	 各スペースの広さや仕様については、利用頻度の見込みや、利用者動線、管理上の効率性
等の観点から十分な水準を確保するものとします。
•	 各機能の配置については、各々の役割を果たしながらも、有機的な連携が可能な配置とし
ます。
•	 機能ごとに「静かな空間」と「にぎわいのある空間」のメリハリを考慮した配置を検討す
ることで、あらゆる活動ニーズに応える施設を目指します 。

＊ユニバーサルデザイン
　年齢・性別・文化の違い・身体の状況など、人々が持つ様々な個性や違いに関係なく、最初から誰
　にとっても分かりやすく、使いやすいデザインのことをいう。

▲注意喚起用床材・誘導用床材の例 ▲分かりやすい案内図表示（ピクトグラム）の例

＜参考＞　ユニバーサルデザインの例　　西之表市公共施設等総合管理計画 [ 改訂版 ] より
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▲デマンド型乗合タクシー「どんがタクシー」

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

⑤将来を見据えた柔軟な建築計画と効率的な運営・維持管理計画

•	 数十年後にも施設が使用されることを見据え、将来的な社会情勢やニーズの変化にも柔軟
に対応が可能な計画とするため、建築計画においてはスケルトン・インフィルの考え方を
取り入れながら空間や設備スペースを整備し、運営・維持管理計画においては業務オペレ
ーションや管理システムをＤX化するなどの工夫を検討します。
•	 複合化により可能となる業務整理を行うことで運営コストの縮減を図り、最小の経費で最
大の効果を上げる工夫を検討します。
•	 保守・メンテナンス等の維持管理業務については、民間事業者等への包括管理委託も視野
に入れた弾力的な検討を行います。

⑥ 敷地の有効活用・周辺施設との連携

•	 中心市街地に立地し、計画しやすい十分な面積（約１万㎡）を有する建設候補地の魅力を
最大限活かした計画とします。
•	 施設前面に交流広場を配置し、市民の憩いや運動の場、子どもの遊び場、イベントスペー
スとして利用します。
•	 交流広場は災害時に防災広場として活用することを想定します。
•	 駐車場については、周辺公共施設におけるイベントや会議等の際の臨時駐車場としての活
用を想定します。

④環境に配慮したシンプルで経済的な施設・設備

•	 本施設は、シンプルな構造や平面計画など合理性を重視した計画とします。
•	 内装材・家具などについては木を基本とする地産材の活用を検討します。
•	 可能な限り地元事業者（建設・専門工事）によって施工可能な施設計画に配慮します。
•	 脱炭素社会に相応しい施設の実現を目指し、省エネ設備や再生可能エネルギーの導入につ
いては、費用対効果を確認しながら環境負荷の低減を図ります。
•	 近隣の住居環境に関して、騒音・振動・日照・通風・悪臭・排水及び火災危険度に関する
事項について十分に配慮します。

＊スケルトン・インフィル
　建築を「スケルトン（構造体）」と「インフィル（内装・設備）」とに明確に分けて整備することで、
　耐久性と可変性を高める設計方法のことをいう。将来的な間取り変更や模様替えなどが容易となる。

•	 多世代交流施設へのアクセスについては、自家用車による利用に限らず、バスやどんがタ
クシーなどの地域公共交通機関の利用を想定するほか、近隣の鉄砲館や榕城小学校からの
徒歩によるアクセスにも配慮した計画とします。

▲市街地巡回バス「わかさ姫」
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（２）各機能の整備方針 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　 （２）各機能の整備方針 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　 

①図書館
「図書館」機能の整備方針については次の通りです。

•	 既存の西之表市立図書館の移転リニューアルとして計画します。
•	 滞在型・課題解決型の図書館を考慮した施設づくりを目指し、図書の貸出や閲覧だけでな
く、読書・調査・課題解決・交流など多様な利用に対応した空間を整備します。
•	 自宅や職場、学校でもない第三の居場所（サードプレイス）として、図書の活用を中心と
する様々な目的による利用を想定し、多様なスペースや家具を配置するなど、居心地の良
い空間を提供します。
•	 蔵書を利用しての調べ物や研究ができる閲覧室の充実化を図ることによって、落ち着いて
過ごすことができる場を確保します。
•	 図書館に集う人たちが、様々な課題を話し合ったり、情報を交換したりするなど、交流の
場を創り出します。
•	 多様化する利用者の学習スタイルやニーズに応えられるよう学習環境を整備します。
•	 榕城児童クラブや子育て支援センターなど併設する他機能との連携を強化し、児童書等の
設置や読み聞かせスペース等の充実化を図ります。

■みんなの居場所となる機能

＜参考イメージ①＞　山形県庄内町　庄内町立図書館

▲外観 ▲読み聞かせスペース

木の優しい雰囲気の館内に書架や読み聞かせスペースなどを設置している

▲木造の図書館

＜参考イメージ②＞　福島県須賀川市　須賀川市民交流センター tette

▲外観

施設内のいたるところに滞在できる様々なスペースが散りばめられている。

▲様々なスペース▲図書館 ▲屋外デッキ ▲子どもの遊び場
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▲レクチャールームの使用例（囲碁将棋）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

②子どもの遊び場
「子どもの遊び場」機能の整備方針については次の通りです。

•	 主に概ね３歳〜６歳の利用を想定した屋内遊び場 と、主に概ね７歳〜１２歳（⼩学⽣）
の利用を想定した屋根付き遊び場を設置します。

•	 屋内遊び場については、子育て支援センター利用者による活用も想定します。
•	 屋根付き遊び場については、児童クラブ利用者による活用も想定します。
•	 親子連れによる利用を想定して必要な面積を検討します。
•	 遊具等の仕様については障がいの有無などに関わらず誰もが安心して利用できるインクル
ーシブデザインの考え方に基づいて決定します。

③みんなの通いの場
「みんなの通いの場」機能の整備方針については次の通りです。

•	 地域サロンによる談話や軽易な体操ができる集会室を設置します。
•	 市⺠講座（座学）や囲碁将棋・ワークショップ等の活動が可能なレクチャールームを設置
します。
•	 集会室とレクチャールームは一体的に整備するものとし、可動式間仕切りなどによって最
大３単位の活動が可能な仕様とします。

＜参考イメージ＞　鹿児島市西部親子つどいの広場 いしきらら

▲屋内遊び場 ▲屋根付き遊び場

＜参考イメージ＞　鹿児島市高齢者福祉センター伊敷

▲集会室の使用例（ヨガ体操）

＊インクルーシブデザイン
　高齢者・障がい者・外国人など、従来のデザインプロセスから除外されてきた多様な人々を巻き込み、
　一緒にデザインを行っていくことをいう。
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④郷土資料／芸術展示コーナー
「郷土資料／芸術展示コーナー」機能の整備方針については次の通りです。

•	 郷土に縁のある芸術作品展示や偉人顕彰のためのコーナーを設置します。
•	 図書館機能との連携を前提とした配置とします。

「各種相談スペース」機能の整備方針については次の通りです。

•	 様々な相談が可能なスペースを４室程度確保します。
•	 相談スペースの利用については子育てや福祉関連の相談を中心とし、特段の配慮が必要な
相談者への対応など既存の市内相談窓口のサブスペースとして位置付けます。
•	 相談スペースへのアクセスについては、プライバシー保護の観点から人目につきにくい動
線を確保するなど配慮した計画とします。
•	 一部の相談スペースについては、児童クラブや子育て支援センター、教育支援センターの
相談室としての兼用を認めるほか、一時的な子どもの静養室としての利用も想定します。

＜芸術作品展示例＞　
河口洋一郎氏　作品

＜偉人顕彰展示例＞　
前田豊山
西村天囚
羽生慎翁
西ノ海　　他

＜参考＞　地域サロンへのアンケート調査
【実施期間】　令和６年１１月下旬〜１２月上旬
【実施方法】　職員による調査票の配布
【回答総数】　９件　
【回答結果】
　活動内容について　　　　：元気アップ体操やサロンの実施が多かった
　多世代交流施設の活用意向：活用したいという声が多かった
　活用アイデア　　　　　　： 少人数でのレクリエーション　　カフェでサロン
　　　　　　　　　　　　　　図書館の本で児童に紙芝居や読み聞かせをする
　　　　　　　　　　　　　　図書館と連携して種子島の歴史について学ぶ　　　
　　　　　　　　　　　　　　他の団体との交流　　など

⑤各種相談スペース
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①榕城児童クラブ
「榕城児童クラブ」機能の整備方針については次の通りです。

•	 既存の榕城児童クラブの移転リニューアルとして計画します。
•	 学年による活動や必要面積の違いを踏まえ、低学年と高学年それぞれの居室を計画します。
•	 児童の着替えスペースとして男女別の更衣室を用意します。ただし、専用空間が確保でき
ない場合は、居室をカーテン等で仕切ることも可能とします。
•	 専用のトイレ（男女別）を設置します。
•	 発熱など児童に急な体調変化があった場合の滞在スペースとして静養室を設置します。
•	 職員の事務スペースについては、見通しがよく児童の見守りに支障がない計画とします。
•	 簡単な調理処理が可能なスペースの設置を検討します。
•	 子どもの送迎に配慮した配置とします。
•	 居室内に児童向けの蔵書を設置するなど図書館との連携を検討します。

②子育て支援センター
「子育て支援センター」機能の整備方針については次の通りです。

•	 既存の子育て支援センターの移転リニューアルとして計画します。
•	 月齢に応じた適切な支援の提供と利用者が安心して安全に利用できるように乳児室・ほふ
く室・遊戯室をそれぞれ設置します。
•	 授乳室を設置します。（多世代交流施設との兼用とする。）
•	 専用のトイレを設置します。
•	 必要面積等については移転リニューアルによる利用者増加を想定した計画とします。
•	 事務室については情報管理に配慮しながら、職員の働きやすさに配慮した計画とします。
•	 読み聞かせ用の絵本や子育て関連の蔵書を設置するなど、図書館との連携を検討します。

■市民のくらしを豊かにする機能

＜参考＞　利用者へのアンケート調査
【実施期間】　令和６年１１月２５日〜１２月６日
【実施方法】　職員による調査票の配布（WEBフォーム）
【回答総数】　２１件　

　利用目的　 ：子どもを遊ばせたいという回答が最も多かった。
　満足度　　：職員の対応については満足度が高いが、狭さや設備の老
　　　　　　　朽化、駐車場が停めにくいという声が挙がった。
　複合化について：複合化について否定的な声は少ないが、子どもの安
　　　　　　　　　全を守るための配慮を求める意見があった。
　併設を望む機能：子どもとの食事スペースを望む声が多かった。
　利用者の実態　：利用者の多くが転勤族・転入世帯であった。

＜参考＞　利用状況（Ｒ６年度実績より）
【登録者数】　　　４７名（低学年：３６名　高学年：１１名）
【平均利用者数】　約３０. ５名／日

【回答結果】

＜参考＞　利用状況（Ｒ５年度実績より）
【年間利用者数】　４, ４９２名　　  （子ども：２, ４５９名　大人：２０３３名）
【平均利用者数】　約１５. ５名／日（子ども：８. ５名／日　大人：７. ０名／日）
【相談件数】　　　１１７件／年
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④市民レクリエーション（多目的スペース）
「市民レクリエーション（多目的スペース）」機能の整備方針については次の通りです。

•	 多世代交流施設として市民などが様々な年齢構成および活動単位による多彩な知的活動や
交流イベントを企画し開催することを想定し、多目的スペースと健康づくり・レクリエー
ション室を設置します。
•	 多目的スペースについてはイベント開催や会議室として最大８０名程度の利用を想定した
計画とします。
•	 健康づくり・レクリエーション室については、卓球やダンスなど室内で体を動かす目的に
よる利用を想定した計画とし、練習用ミラーなどの設備の導入や適切な防音・防振仕様を
検討します。

③教育支援センター
「教育支援センター」機能の整備方針については次の通りです。

•	 不登校の子どもなどへの⽀援体制の充実化と、国が掲げる「学びの多様化学校」への将来
的な発展的活⽤も考慮した計画とします。
•	 学習室については個人ブースやパーティションを設置することによって個人やグループな
ど様々な学習スタイルに対応可能なしつらいとします。
•	 プレイルームについては専用空間として設置を計画しますが、今後の運営方針によっては
設計段階において屋内遊び場や屋根付き遊び場の活⽤可能性も考慮するものとします。
•	 相談室については多世代交流施設内の相談スペースとの兼用とします。
•	 事務室については職員が常駐するほか、市内で活動するソーシャルワーカーの活動拠点と
しての活用を検討します。

＜参考イメージ＞　鹿児島市高齢者福祉センター伊敷

▲レクリエーション室の使用例（卓球など）▲多目的スペースの使用例（多世代交流イベント）

＜参考＞　勤労青少年ホームの利用状況（Ｒ５年度実績より）
【年間利用者数】　　　４, ８８３名　　　  （内訳）クラブ活動等　：２, ８５１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ活動以外：１, １４２名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市主催講座　　：　　  １３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人利用　　　：　  ８７７名
【クラブ活動別利用状況】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総計：　  ５８８回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２, ８５１人　

実施回数 利用者数
スポーツ
音楽

講座・教室名

ダンス・体操
趣味・ボランティア

１９３回 １,０２５人
　２４回 １０３人
２６１回 １,３１９人
１１０回 ４０４人

主な利用団体
卓球連盟　　　　など
市民グループ　　など
エイサー・ヨガ　など
市民団体　　　　など
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⑤その他（交流広場・駐車場・防災倉庫）
「その他（交流広場・駐車場・防災倉庫）」機能の整備方針については次の通りです。

•	 交流広場については、市民などの交流や遊び場としての利用を想定した計画とすると共
に、災害発生時に防災広場として機能することを想定し、炊き出しや救援物資の配布スペ
ースとしての活用が可能な仕様を検討します。
•	 駐車場については、周辺公共施設の臨時駐車場としての利用が想定されることから、可能
な限り多数の台数（＊本計画上では２４４台を想定）を確保しますが、平常時に空きスペ
ースが増えることが懸念されるため、環境負荷や景観に配慮した仕様を検討します。
•	 駐輪場については、既存施設の利用状況に基づく場合、利用者の多くが自家用車によって
来館していることから、今後の運営方針等の検討を踏まえながら適切な台数を確保します。
•	 交流広場や駐車場の仕様については、整備に係るイニシャルコストだけではなく、メンテ
ナンス性などのランニングコストについても考慮しながら決定します。
•	 多世代交流施設が災害発生時などの緊急時に避難所として機能することに鑑み、地下の活
用も含めて施設内に防災倉庫を計画します。
•	 防災倉庫に備蓄する備品等や規模については今後の運営方針や設計段階において具体的に
検討するものとします。
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（２）施設規模の想定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （２）施設規模の想定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 各機能の整備方針に基づき、様々な基準や法令等を踏まえながら、現段階で想定される多
世代交流施設の規模を算出し、下表に整理します。
•	 尚、設計段階において、設計者や運営事業者等のノウハウや工夫によって、さらに効果的
な配置や 適正規模について精査していくものとします。

諸室 備考
開架書架 -
閉架書庫 -
閲覧室 -
視聴覚ルーム -
学習室 -
絵本（読み聞かせ)コーナー・その他 -
屋内遊び場 120 ㎡
屋根付き遊び場 220 ㎡
集会室 72 ㎡
レクチャールーム（教養講座室） 144 ㎡
郷⼟資料/芸術展⽰コーナー 50 ㎡
各種相談スペース 100 ㎡
飲⾷コーナー - ㎡ - ㎡ ＊別途算定する

⾼学年の部屋 28 ㎡
低学年の部屋 55 ㎡
更⾐室（児童⽤） 20 ㎡
静養室・事務室・その他 80 ㎡
乳児室 21 ㎡
ほふく室 42 ㎡
遊戯室 25 ㎡
授乳室 20 ㎡
相談室・事務室・その他 81 ㎡
学習室 72 ㎡
プレイルーム 72 ㎡
相談室 - ㎡ ＊兼⽤
事務室 32 ㎡
多⽬的スペース 240 ㎡
健康づくり・レクリエーション室 180 ㎡
交流広場（防災機能を含む）  3950 ㎡
駐⾞場（防災機能・地域公共交通
ターミナルを含む）

5700 ㎡

防災倉庫（地下の活⽤を含む） - ㎡ - ㎡

⼩計 ㎡ (A)

設備・管理部⾨(１５％) ㎡ (A)×0.15

合計 ㎡

機能 ⾯積

1435 ㎡

②市⺠のくらしを
豊かにする機能

189

㎡図書館

⼦どもの遊び場

みんなの通いの場

榕城児童クラブ

①みんなの居場所
となる機能

その他サービス

＊諸室⾯積
については
別途算定す
る

⼦育て⽀援センター

教育⽀援センター

その他

150

340

183

216

176

＊最⼤値

㎡

㎡

㎡

㎡

＊外構・そ
の他として
下記合計に
は⾮算⼊

市⺠レクリエーション
(多⽬的スペース)

3109

466

3575

(9650)

㎡

㎡

㎡

420 ㎡
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 §08．配置・ゾーニングの考え方　　　　　　　　　　　　　　　        

（１）配置計画の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）配置計画の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 旧榕城中学校跡地における施設配置については、敷地の東西側と南側の接道に対する考え
方を重視した配置を基本とします。

駐車場 242台+4台(身障者用)

交流広場

多世代交流施設

緊急車両用
出入口

大型バス（2台）

一般車両
出入口

N

榕
城
小
学
校
側

鉄
砲
館
側

地域公共交通等の動線

乗
降
ス
ペ
ー
ス

歩行者動線

歩行者動線

歩行者動線

歩行者動線

将来的な道路拡幅の
可能性に配慮する範囲

◼️施設配置イメージ図

＊今後、設計事業者等のアイデアによって変更となる場合があります。
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（２）各機能配置の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （２）各機能配置の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

各種相談
スペース

屋内遊び場

屋根付き遊び場

子育て支援
センター

榕城
児童クラブ

多目的スペース

教育支援
センター

図書館
（開架書庫・読み聞かせコーナーなど）

管理事務所

飲食コーナー
（カフェ）

ホール

健康づくり
レクリエーション室

郷土資料／芸術
展示コーナー

にぎわいの空間

静かな空間
N

みんなの通いの場

管理スペース

図書館
（閲覧室・学習室・閉架書庫など）

防災倉庫

駐
車
場
側

交流広場側

•	 「図書館」については、本や資料を利用しながら子どもからお年寄りまでが思い思いに多
様な過ごし方ができるスペースと、落ち着いた雰囲気の中で読書や調べ物をしたり学習が
できるスペースを設け、メリハリのある配置とします。
•	 「みんなの通いの場」「健康づくり・レクリエーション室」については、駐車場からのア
クセスが良い位置に配置します。
•	 「多目的スペース」については、交流広場と連携しやすく、かつすべての施設利用者にと
って利用しやすい位置に配置するものとします。
•	 「榕城児童クラブ」「子育て支援センター」については、「子どもの遊び場」や「図書館」
との連携を考慮した位置に配置します。
•	 「教育支援センター」については、最も落ち着いた環境に配置すると同時に、利用者のプ
ライバシーに配慮した動線計画とします。
•	 「郷土資料／芸術展示コーナー」や「飲食コーナー（カフェ）」については、すべての施
設利用者にとって利用しやすい位置に配置するものとします。

•	 施設内の各機能配置の考え方については、それぞれの機能に必要な空間を用意するため
に、「にぎわいの空間」と「静かな空間」に配慮した計画とします。

＊今後、設計事業者等のアイデアによって変更となる場合があります。
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 §09．事業手法の検討　　　　　　　　　　　　　　　        　　　

（１）事業手法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （１）事業手法の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 一般的に公共施設整備に係る手法については、従来方式のほか、ＰＦＩ等による民間活力
を導入する方法が考えられます。
•	 ＰＦＩ方式は、「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」に基
づき、民間の資金と経営能力を活用し、公共施設等の設計・建設や維持管理・運営を行う
方式で、予算の平準化や効率化が図れる可能性があります。
•	 本事業においては、収益性を見込むことが難しいことや、公的資金による資金調達等を想
定していることから、従来方式かＰＦＩ的手法とすることが望ましいと考えられます。

設計・建設・運営業務
を個別に発注する。

市が資金調達を行い、
民間事業者に設計・建
設業務を一括して発注
する。
＊性能発注
＊運営は指定管理の場合あり

市が資金調達を行
い、民間事業者に設
計・建設・運営業務
を一括して発注す
る。＊性能発注
＊SPCを設立する場合あり

事業手法

評価の視点

従来手法 ＰＦＩ的手法

（個別発注方式） ＤＢ方式 ＤＢＯ方式 ＢＴＯ方式

概 要

民間ノウハウの発揮
（サービス水準の向上） 個別発注のため限定的 一括発注による効果が

期待できる

運営まで含まれるため、
一括発注による効果が
大いに期待できる

一括発注による効果が
期待できる

市民との共創の可能性 整備・運営段階を含め、
継続的な連携が難しい

計画・運営段階を含め、
継続的な連携が可能

計画から運営段階を含め、
継続的な連携が可能

コスト縮減効果
（経済性）

個別発注のため、
効果が低い

財政負担の平準化
地方債等の活用により、
平準化が可能

地方債の活用に加え、
割賦払による平準化が
可能となる

市のリスク負担 ほとんど負担する 設計・建設の一部リスク
を民間へ移転可能

設計・建設・運営の一部
リスクを民間へ移転可能

地元企業の参画可能性 参画しやすい DBO方式やPFI手法より
参画しやすい

コンソーシアム組成に
参画できる地元事業者の
育成が必要

コンソーシアム組成に
参画できる地元事業者の
育成が必要

事業者選定の期間 手続き期間が最も短い 一定の手続き期間が必要 一定の手続き期間が必要 ＰＦＩ法の手続きが必要

ＰＦＩ手法

民間事業者が資金調
達を行い、民間事業
者へ設計・建設・運
営業務を一括して発
注する。＊性能発注
＊SPCを設立する

運営まで含まれるため、
一括発注による効果が
大いに期待できる

運営まで含まれるため、
一括発注による効果が
大いに期待できる

整備・運営段階を含め、
継続的な連携が難しい

運営まで含まれるため、
一括発注による効果が
大いに期待できる
＊金利負担が増加する

地方債等の活用により、
平準化が可能

地方債等の活用により、
平準化が可能

設計・建設・運営の一部
リスクを民間へ移転可能
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（２）運営手法の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （２）運営手法の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 市立図書館・榕城児童クラブ・子育て支援センターの現状の運営手法の整理と、複合施設
化後の運営方針の想定については下表の通りです。

行政の意図が反映されやすい
長期的な人材育成や施策の継続
性、運営ノウハウが確保される
地域、学校、行政関係部局等との
連携が円滑に実施される
指揮命令系統が単一のため、効率
的な運営が可能となる

・
・

・

・

直営よりも人件費が割安になる
定型業務を委託することで、職員
が専門性の高い業務分野に集中で
きる
労務管理の負担を軽減できる

・
・

・

直営による運営 一部業務委託による運営 指定管理による運営

利点

課題

公共性

経済性

効率的な
管理運営

専門性

継続性

雇用

民間の
創意工夫

直営よりも人件費が割安になる
人件費の削減分をサービス向上に
繋げることができる
効率的な運営（施設管理・労務管
理ほか）が図られる
民間のノウハウにより新規サービ
スの開発・実践が可能となる

・
・

・

・

人件費の適正化が図りにくい
意思決定から実行までに時間がか
かる場合がある
新たなサービスや柔軟な発想が生
まれにくい場合がある

・
・

・

職員の短期雇用・低賃金化につな
がる場合がある
受託者の交代や撤退により、専門
性やノウハウが継続されないリス
クがある
行政内部に長期計画の策定や監督
するノウハウが失われる
利用者の信頼や安心を得るために
時間と労力を要する場合がある

・

・

・

・

委託職員の短期雇用・低賃金化に
つながる場合がある
同一施設で２重の指揮命令系統が
生まれ、非効率的な運営となる場
合がある
委託職員に直接指示ができないこ
とから、問題発生時等に柔軟な対
応が困難になる場合がある

・

・

・

•	 図書館の運営主体については、本施設において図書館が最大の面積を占めることからも、
施設全体の包括的な運営・維持管理による業務効率化とサービス向上の可能性も考慮しな
がら、今後の図書館のあり方を検討する中で最適な手法を決定するものとします。

市立図書館 榕城児童クラブ 子育て支援センター

Ｒ６年度　現在

複合施設化後

市の直営による運営 業務委託による運営 市の直営による運営

Ｒ７年度以降に検討・決定 業務委託による運営 市の直営による運営
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（３）事業者選定手法の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （３）事業者選定手法の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

•	 基本設計・実施設計にかかる設計者選定については公募型プロポーザルとし、様々な技術
提案を募集し評価することによって、本施設の設計者として最もふさわしい技術者を選定
するものとします。

設計
建設
運営
維持管理
資金調達

市（業務委託）
民間
民間

民間

市

・事業全体のうち、事業費
 の比重が大きい建設業務
   の発注を分離する方式
・事業内容が建設ありきに
  ならない、設計や運営の
   ノウハウを発揮しやすい
   方式です。

概要

整備手法
・設計、運営、管理を民間が
  実施
・建設は別途、市が発注  

ＤＯ D =Design(設計) O =Operation(運営・管理)

西
之
表
市

設計 運営
管理

建設

別途発注

選定方式 評価項目 利点 留意点

競争入札

公募型プロポーザル

コンペティション

設計料の低い者を
選定

実績や能力、意欲に
優れた者を選定

優れた設計案を選定

・発注手続きが容易
・設計変更が容易

・設計者の資質を評価するこ
   とができる
・設計変更が容易

・具体的な設計案を審査する
   ことができる
・選定の公平性が最も高い

・ダンピングのリスク
・能力が評価できない

・選定理由の説明責任
   が発生する

・選定に最も時間がかかる
・設計変更が困難

•	 設計者と運営事業者の共同による事業提案を求めるＤO方式は、図書館運営を指定
管理方式とする場合などにおいて、運営サービス面と空間デザイン面により優れた事
業者を評価することが可能な方式です。
•	 Ｄ O方式はＰＦＩ的手法のひとつで、市が資金調達を行い、設計・運営・維持管理
業務を民間事業者に一括発注し、建設業務については別途発注する方式です。

＜参考＞　図書館運営事業者へのサウンディング調査
【実施期間】１１月１４日・２７日　　　　【参加社数】３社
【調査結果】　
　参画意向　：全社とも「関心がある」と回答した。
　事業可能性：離島地域であるが、鹿児島市からの距離・移動時間を考慮すると、そ
　　　　　　　こまで大きな問題は感じていない。カフェの設置については、独立採
　　　　　　　算部門としては難しいが、地元事業者との連携による可能性がある。
　その他意見：可能な限り早期に指定管理者を選定することで、持続可能な事業実施
　　　　　　　のための準備ができる。また、設計者と共同提案できると、運営側の
　　　　　　　意見を施設設計に反映できるので好ましい。　

＜参考＞　空間づくりと運営のノウハウを発揮しやすい事業手法
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 §10．概算事業費の検討　　　　　　　　　　　　　　　   　　　     

•	 概算事業費については、国や県などが公表する基準単価や算定式による他、近年の他自治
体における事例、民間事業者等への聞き取り結果などを参考に算出します。
•	 特に近年では、急激な物価高騰により公共施設等の建設工事調達が相次いで不調となって
いることが報道等で公表されています。この状況を踏まえ、建設単価の設定については、
国が公表している統計情報等だけでなく市場単価についての民間事業者等への聞き取り結
果も考慮することとし、離島地域による資材調達に係る運搬費等や今後の物価上昇率の予
測も踏まえ、300 千円／㎡程度として試算します。
•	 概算事業費については、今後も物価上昇等の推移を踏まえながら継続的に確認を行うもの
とします。また、基本設計・実施設計・建設の各段階において、様々な事業費縮減のアイ
デアを積極的に検討・導入するものとします。
•	 尚、想定を超えるような著しい物価上昇等が発生した場合は、再度施設規模や各種仕様の
見直しを行うものとします。

費目 概算費 備考

解体費

本体工事費

外構工事費

設計・工事監理費

約  ３.９億円
解体設計費を含む
（別途）アスベスト調査費・除去費

移転費・システム導入費・備品購入費など

＊税別

建築に付随する家具・設備を含む

駐車場・交流広場等

基本設計・実施設計・工事監理業務の委託費

その他

合計

約１３.３億円

約  ３.４億円

約２０.６億円

•	 財政負担の軽減を図るため、様々な国や県の補助制度等の積極的な活用を検討するものと
します。

（１）概算事業費の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　   （１）概算事業費の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　   

（２）財源・補助金の活用について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   （２）財源・補助金の活用について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　   

＊本体工事費の算定については、木造平屋と仮定して算出しています。
＊本事業は上記費目に加えてアスベスト調査・除去費および造成工事費が別途必要になるものと考え
　られるが、これらについては次年度以降に事業進捗を踏まえながら算出するものとする。
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 §11．事業スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　        

•	 本事業は、R１２年度初めの供用開始を目指して整備を進めます。
※今後の進捗状況によって変更になる場合があります。

基本構想
基本計画
策定

⽤途地域
変更協議

設計者
（事業者）
選定

基本
設計

解体設計
アスベスト調査

実施
設計

解体
⼯事

埋⽂
調査

開発
申請

計画
通知

⼯事
発注

着⼯ ⼯事 竣⼯
開館
準備

供⽤
開始

R6年度

R7年度 試掘

R8年度

R9年度

R10年度 本調査

R11年度

R12年度



29

 　　資料編　　



30



31

 §01．市民アンケートの結果　　　　　　　　　　　　　　
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•	 候補地の選定については、市有地や民間所有地を複数比較し、総合的に評価して決定しま
した。

候補地A 候補地B 候補地C 候補地D 候補地E
所有者 ⻄之表市 ⻄之表市 ⻄之表市 ⻄之表市 ⺠間
現況 旧榕城中跡地 種⼦島公設卸売市場 種⼦島中学校 ⽼⼈福祉センター ⼭林

敷地⾯積 13,611.00m2 - 3,086m2

都市計画 都市計画区域内 都市計画区域内 都市計画区域外
⽤途地域 第⼀種低層住居専⽤地域 第⼀種中⾼層住居専⽤地域 -
その他地域・地区
建蔽率 40% 60% 70%
容積率 60% 200% 400%

◎ ○ △

周辺に様々な機能が集積している
やや中⼼市街地から離れるが、落ち着いた周
辺環境がある 中⼼市街地から離れる

◎ ○ △

計画しやすく⼗分な⾯積がある やや狭いが、隣地公園との連携が考慮できる 広場等の余剰スペース確保が困難

◎ ◎ △

不要 不要 必要

△ ○ △

下記、検討が必要となる
・⽤途地域の変更
・開発許可申請
・埋⽂調査
・道路拡幅

・限定的な機能整備となる ・限定的な機能整備となる
・駐⾞場の確保が課題
・造成が必要となる

○ ○ △

期待ができる 期待ができる ⼈⼝密集地から離れており、やや不利

◎ ○ △

近く、回遊性が期待できる やや距離があり、⼯夫が望まれる 距離があり、配慮が必須となる

総合評価 ◎ ○ △

①⽴地・環境

②⾯積・形状

③⽤地取得

④計画上の課題

⑤事業性

⑥主要地からの距離

他事業における候補
地のため
除外

補助⾦活⽤事業
が進⾏中のため

除外



97

候補地A 候補地B 候補地C 候補地D 候補地E
所有者 ⻄之表市 ⻄之表市 ⻄之表市 ⻄之表市 ⺠間
現況 旧榕城中跡地 種⼦島公設卸売市場 種⼦島中学校 ⽼⼈福祉センター ⼭林

敷地⾯積 13,611.00m2 - 3,086m2

都市計画 都市計画区域内 都市計画区域内 都市計画区域外
⽤途地域 第⼀種低層住居専⽤地域 第⼀種中⾼層住居専⽤地域 -
その他地域・地区
建蔽率 40% 60% 70%
容積率 60% 200% 400%

◎ ○ △

周辺に様々な機能が集積している
やや中⼼市街地から離れるが、落ち着いた周
辺環境がある 中⼼市街地から離れる

◎ ○ △
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・駐⾞場の確保が課題
・造成が必要となる
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